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ガバナー公式訪問 

国際ロータリー第 2770 地区 

ガバナー 中川 高志 

 

 皆さんこんにちは（こんばんは）、クラブ訪問にお伺いしましたガバナーの中川でござ

います。公式訪問の主な目的は、会員の意欲を高め、支援を提供することです。今日は皆

さんと一緒に、入会者にとって魅力があり、現会員が満足できるような活気あるクラブを

つくるために、どのように柔軟なクラブ運営や新しい試みを取り入れていくのか考えてい

きましょう。 

 私は 2018 年 1 月にサンディエゴで国際協議会に参加してきました。目的は、ガバナー

に向けての準備、ロータリーの優先事項について理解を深める、世界中のガバナーとネッ

トワークを築く機会をつくることなどです。世界中から 500 人以上のガバナーエレクトと

パートナーがサンディエゴに集まり 6日間にわたって研修を受けます。9回の本会議と 11

回の分科会そして会長エレクト主催晩餐会をはじめたくさんの楽しい交流プログラムが用

意されています。本会議は同時通訳がつきます。分科会は日本の 34 人の同期エレクトと 3

人の研修リーダーの下 2組に分かれて RLI 方式で討論していきます。パートナーには別の

プログラムが用意されています。 

 第 1 回の本会議でバリー・ラシン会長エレクトのテーマ発表がありました。BE THE 

INSPIRATIONN についてラシン会長はまさにインスピレーションになって熱く語ってくれま

した。新しいビジョン声明、ロータリーの優先事項は別表をご覧ください。 

「変化を生み出そうという意欲をクラブ会長と地区内ロータリアンの心に芽生えさせて

いただきたいのです。もっと何かをしよう、可能性を最大限に発揮しようというやる気を

引き出し、それぞれのやり方で前進できるよう手助けすることが皆さんの仕事です」とい

うラシン会長の熱い支持の下、2018‐19年度第 2770地区の地区活動・運営方針は 

BE THE INSPIRATION 

全てはクラブ活性化のために 

ー実りある豊かな奉仕を目指してー 

としました。 

ロータリーを理解するために、マイロータリーに全員登録する、ロータリー賞にチャレ

ンジする、ロータリーデーを開催する。奉仕活動強化のためローターアクトを倍増する。

数値目標は別表のとおりです。 

クラブ各位には、増強、奉仕プロジェクトの推進、青少年交換留学生の派遣、受け入

れ、米山記念奨学生の受け入れ、インターアクト、ローターアクトの提唱、友好、姉妹ク

ラブの締結など数多くのプロジェクトやプログラムを推進いただき大変感謝しています。

これらの活動を通してさらにクラブが活性化されることを願っています。とても楽しくク

ラブを訪問させていただきました。ありがとうございます。 
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